
厚生労働科学研究費補助金 （地球規模保健課題研究事業） 
総括研究報告書 

3 
 

 

日本の高齢化対策の国際発信に関する研究 

 

研究代表者 近藤 尚己（東京大学大学院医学系研究科健康教育・社会学分野） 

 

 
 

＜分担研究者＞  

近藤克則  千葉大学・予防医学センター・

教授/国立長寿医療センター・老

年学評価研究部･部長  

尾島俊之  浜松医科大学･医学部･教授  

相田潤  東北大学･大学院歯学系研究科･

准教授  

斉藤雅茂  日本福祉大学・社会福祉学部・

准教授  

 

Ａ．研究目的  

世界保健機関（WHO）の高齢化戦略の動

向 

 加速する世界レベルの高齢化に備え、

WHO がその対策のアジェンダづくりを進

めている。2015 年に初の高齢化に関する

レポート：World Report on Ageing and 

Health を出版した。このレポートでは、高

齢者の多様性への対応・格差・差別（エイ

ジズム）・社会変化・高齢者の権利等に着

目し、今後の高齢化対策の指針が示され

た。また、2016 年の世界保健会合におい

て、「Global strategy and action plan on 

ageing and health（高齢化と健康に関する

世界戦略と行動計画）」が採用された。

2020 年から 2030 年を A Decade of Healthy 

Ageing（ヘルシーエイジングの 10 年）と

位置づけ、その開始までに「個々人の機能

（functional ability）を最大化するためのエ

ビデンスに基づく行動を起こすこと」およ

研究要旨 
日本は高齢者保健施策に関して、世界に先駆けて多様な制度を構築し、また、地域包括ケア

などの新しいケアの概念を打ち立て、制度へと実装してきたが、その経験は十分に世界へ発信

されていない。これを世界に発信し、また世界の知見から国内の高齢者保健への万尾を得るべ

く活動を進めた。今年度は、１）高齢者の Non-communicable Disease（NCD）の社会的決定要

因の現状と対応状況についての国内知見をまとめた英文書籍刊行、２）Age and Dementia 

Friendly Cities の評価指標の英語版公表、３）日本特有の知見として、東日本大震災による高齢

者の経済的ダメージと震災後関節炎発症の関連の検証と公表、４）地域づくり型の介護予防施

策の効果など、高齢者を対象にした大規模縦断研究で得られた知見の国際発信、５）WHO や

その他の国連機関、アセアン諸国との、日本の地域包括ケア施策に関する情報共有と、国際共

同研究の推進に向けた相談開始、COVID-19 の高齢者への影響に関する国際共同研究開始に向

けた相談などを進めた。国外の複数の公的文書やガイドラインに JAGES をはじめとした日本の

プロジェクトの知見が紹介され、国際的なプレゼンスを高められたと思われる。今後は、

COVID-19 の影響下における高齢者の保健施策の推進と関連した国際共同研究へと発展させて

いく予定である。 
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び「2020 年までに“A Decade of Healthy 

Ageing”を推進するために必要なエビデン

スとパートナーシップを構築すること」を

目標に掲げている 1。その一環として、

2017 年に Integrated care for older people

（ICOPE）: Guidelines on community-level 

interventions to manage declines in intrinsic 

capacity（高齢者のための包括ケア：高齢

者の内在的能力の低下を管理するためのコ

ミュニティ介入ガイドライン）を出版した

2。  

 世界で最も速い高齢化を迎えている日本

では高齢者保健に関して先駆的な取り組み

と制度作りを進めてきた。公的介護保険制

度や後期高齢者医療制度、最近では地域包

括ケアシステムの推進、認知症施策総合戦

略の策定など、地域単位の介入を重視した

戦略を推進している。ところが、言語等の

壁によりその経験や制度、政策に資するエ

ビデンスはあまり諸外国に知られておら

ず、WHO をはじめとした国際機関におけ

るプレゼンスも高くない。さらに、独自の

システムを持っているがゆえに、WHO 等

が推奨する対策ガイドライン等に対する国

内的な注目度は低い。  

そこで本研究は、日本の高齢者保健に関

する施策や取り組み、政策に資するエビデ

ンスを国際的に発信するとともに、WHO

の「高齢化と健康に関する世界戦略」策定

など、国際的な議論の場へ積極的に参加す

ること、関連する海外の研究チームや実務

機関との連携を深めることで、高齢化に関

する世界的な取り組みに資することを目的

とする。  

 

Ｂ．研究方法  

目的を達成するために、以下の 5 つの取

り組みを進めた。  

１）高齢者における Non-communicable 

Disease（NCD）の社会疫学と日本の

健康政策の国際的な発信（近藤克則）  

２）Age and Dementia Friendly Cities に関

する研究（尾島俊之）  

３）震災による経済的ダメージと震災後関

節炎発症の関連（相田潤）  

４）高齢者を対象にした大規模縦断研究で

得られた知見の国際的な発信（斉藤雅

茂）  

５）日本の高齢者保健施策の国際的普及及

び世界的知見の国内実装 

  

（倫理面への配慮）  

 一次データを扱う研究ではなく、特段の

配慮は要しない。  

 

Ｃ．研究結果と考察  

１）高齢者における Non-communicable 

Disease（NCD）の社会疫学と日本の健康

政策の国際的な発信（近藤克則）  

 主に高齢者における Non-communicable 

Disease（NCD）の社会疫学と日本におけ

る健康政策等について，国際発信すること

を目的とした．これらについての文献レビ

ューを行い出版した書籍『近藤克則編：健

康の社会的決定要因−疾患・状態別「健康

格差」レビュー．日本公衆衛生協会，

2013』の英語での出版を企画し，Springer

社から出版した 3。  

 

２）Age and Dementia Friendly Cities に関

する研究（尾島俊之）  

 認知症にやさしいまち指標について高齢

者を対象に広く調査が行われている調査項

目により推定か可能であるかの検討及びそ



5 
 

の指標の英語版の整理を行うことを目的と

した。認知症にやさしいまち指標の検討に

ついては、日本老年学的評価研究

（JAGES）の一環として収集したデータを

分析した。その結果、認知症の人の自己決

定の理解のある割合（理解）と、IADL 低

下群での幸福度が高い割合との偏相関係数

は 0.585 (p＜0.001)、地域活動に参加すべ

きという割合（共生）と、IADL 低下群で

の趣味のグループ参加割合との偏送関係数

は 0.341 (p=0.049)であり、それらの指標に

よりある程度推定できる可能性が考えられ

た。一方で、受援力と関連の強い項目はみ

られず、調査を行って把握する必要性が高

いと言える。認知症にやさしいまち指標の

英語版は、これらの状況を海外で把握した

い場合に使用することができる。  

 

３）震災による経済的ダメージと震災後関

節炎発症の関連（相田潤）  

東日本大震災による「自然実験」データ

を用いて、社会経済状況と震災後の関節炎

発症の因果関係を検証した。本研究は縦断

研究である。ベースライン調査は、東日本

大震災の７カ月前の 2010 年 8 月に実施し

た。宮城県岩沼市在住の 65 歳以上の全高齢

者に健康や社会経済状況に関する自記式ア

ンケートを郵送した。東日本大震災は 2011

年 3 月 11 日に起きた。フォローアップ調査

は 2013 年 10 月に、健康や社会経済状況に

関連した調査のほか、震災のダメージ（住

宅被害や経済状況の変化）などについても

調査を実施された。解析には操作変数法（最

小二乗法）を用いた。推計には直線回帰モ

デルを用いた。ベースライン調査時に関節

症を有していなかった 2,360 名を分析対象

とし、そのうち、約 3 年の追跡調査にて 4%

に該当する 95 名が震災後関節炎を発症し

た。操作変数法による回帰分析の結果、主

観的な経済状況の悪化および住宅被害は、

関節炎発症と優位に関連していた（係数

[95%信頼区間 ]主観的な経済状況の悪化：

0.08 [0.03–0.12] 、住宅被害： 0.02 [0.01–

0.04]）。本研究により、社会経済状況の悪化

と関節炎の発症の因果関係を検証すること

ができた。災害後の回復や、医療システム

の構築についての重要性が確認された。  

 

４）高齢者を対象にした大規模縦断研究で

得られた知見の国際的な発信（斉藤雅茂）  

これまでに日本老年学評価研究（Japan 

Gerontological Evaluation Study; JAGES）

等、日本の高齢者を対象にした大規模縦断

研究で得られた知見をレビューし、その取

りまとめとともに、JAGES より発表され

掲載論文のプレスリリースについて英文翻

訳を行い、公表した（図 1）。  

文献レビューは、2020 年度発刊予定の

"Social Determinants of Health in Non-

communicable Diseases (Kondo K. (ed), 

Springer)"に発表した。プレスリリースに

ついては、2018～2019 年度に発表された

45 本のプレスリリースを英文翻訳し、

WHO Regional Office for Western Pacific な

ど国際機関との情報交換に活用された。  
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図 1 英文翻訳したプレスリリース例  

 
 

５）日本の高齢者保健施策の国際的普及及

び世界的知見の国内実装（近藤尚己）  

介護（Long-term care）や地域包括ケア

に関する日本の知見を国際的に普及する取

り組みを進めた。また、国際的な動向から

日本が学ぶべき事項を整理し、国内の高齢

者保健施策に関する論点とすべく普及に努

めた。R1 年度は WHO Clinical Consortium 

on Healthy Ageing 委員として主に social 

care 評価ガイドライン作成へ参画）Global 

Network on Long-term Care コアメンバーへ

の就任、WHO アジア太平洋オフィス

（WPRO）への中低所得国における地域包

括ケア推進に関するコンサルテーション等

を行った。日本老年学的評価研究

（JAGES）を基盤とした活動としては、ミ

ャンマー、マレーシアにおける地域調査デ

ータに基づく地域包括ケア推進のアクショ

ンスタディ（JAGES-ASIA）の継続（図

2）と、新規フィールド開拓に向けた組織

調整（タイ・スリランカ・インドネシア・

ベトナム）の開始、JICA・国連人口基金

等との連携による東南アジア諸国連合

（ASEAN）に対する The ASEAN Centre for 

Active Ageing and Innovation (ACAI)設立後

の活動に向けた技術支援を開始した。ま

た、WHO の Integrated Care for Older 

People (ICOPE)における高齢者の機能評価

指標の妥当性研究を開始した。研究期間

（R2 年 3 月）終了後も、COVID-19 の世

界的流行を受け、外出自粛下における社会

参加の維持のあり方に関する英語でエビデ

ンスを発信した。国際シンポジウムへの登

壇・関連する日本の知見紹介をする報告書

刊行を行い、ACAI と連携したアジア諸国

の国際共同調査の推進に向けて調整を進め

ている（図 3）。  

 

図 2 ミャンマーとの比較研究の結果紹介

スライド  
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図 3 JAGES の活動に基づくアジア諸国

での knowledge translation に基づく健康長

寿コミュニティ構築計画の概念図  

 
 

Ｄ．結論  

 昨年度までの積み上げを基盤として、今

年度はさらに国際機関での活動の拡張、国

際共同研究への発展、国内への情報提供等

の活動を推進できた。今後は新型コロナ感

染症への対応など、新たなニーズへと対応

するための準備を追加した。引き続き、世

界の高齢者施策の発展に資するべく継続的

に活動する。  
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89811518300#aboutBook 

＜論文＞ 
2. Ide K, Tsuji T, Kanamori S, Jeong S, 

Nagamine Y, Kondo K. Social 

Participation and Functional 
Decline: A Comparative Study of 
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催：HelpAge International, ESCAP, 
UNFPA, JAGES, AGAC. June 4, 
2020 

27. (Webinar, 世界同時開催のオンライン

セミナー) Speaker, ISBNPA Webinar 
SIG Socioeconomic Inequalities 
Achieving health equity via 
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community organizing: two real-
world intervention studies in Japan. 
March 11, 2020 

28. (International conference) Presenter, 
Asian University Alliance 
Conference “Community-Based 
Integrated Care Japan PHC 
approach toward equitable healty 
ageing society. January 27-28, 2020, 
Chulalongkorn University, Bangkok. 

29. (Seminar) Lecturer, The Osaka 
Public Health Seminar: Social 
Determinants of Health in Japan, 
“Health disparity in disasters: how 
should we take actions ?”, 3 August 
2019, Osaka, Japan.  

30. (Symposium) Chair, 健康の社会的決

定要因への対応:プライマリ・ケアに

おける実践 WONCA Asia Pacific 
Regional Conference 2019, 15-18 
May, 2019, Kyoto, Japan. 

31. 前世界医師会会長・「健康格差」著者 

マーモット先生と語る会 格差という

病に挑む. 呼びかけ人 順天堂大学 A
棟講堂, 2019 年 6 月 15 日  

32. スポーツ庁主催 生涯スポーツ・体力

つくり全国会議 2020 パネリスト 

「共生社会実現のための戦略的な街づ

くりに向けたデータサイエンス活用

術」 松江しんじ湖温泉ホテル一畑 

2020 年 2 月 7 日 
33. 自由民主党明るい社会保障改革推進議

員連盟第１回会議．「社会保障改革の

方向性について健康格差の観点から」

参議院議員会館．2019 年 11 月 6 日 
34. 一橋大学社会科学高等研究院第 41 回

定例研究会 報告者「社会疫学研究の

最近の動向：健康格差是正に向けた社

会実験など」, 一橋大学西キャンパス

第 2 研究館 5 階 HIAS セミナー室

（517 号室）, 2019 年 10 月 30 日 
35. 令和元年度 介護保険における保険者

機能強化支援のための都道府県職員研

修 講師「地域判断・市町村支援の方

法と実際」, 国立保健医療科学院別館

5 階講堂, 令和元年 10 月 2 日 
36. 厚生労働省老健局 老人保健健康増進

等事業「超高齢化社会における地域づ

くりのあり方会議」パネリスト, 新丸

の内ビルディング 10 階 EGG JAPAN, 
2019 年 8 月 6 日 

37. 厚生労働省老健局 老人保健健康増進

等事業「超高齢化社会における地域づ

くりのあり方セミナー」プレゼンテー

ション, パネリスト, 大阪大学中之島

センター, 2019 年 8 月 5 日  
38. 第 5 回オレンジクロスシンポジウム 

医療だけで健康は創れるのか－「社会

的処方」の活動を手がかりに、生老病

死を住民の手に取り戻そう－ 講師

「今、なぜ日本に社会的処方が必要か 

医療福祉連携を進めよう」, TKP ガー

デンシティ PREMIUM 京橋ホール

22D, 2019 年 7 月 19 日  
 
Ｆ．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む） 
特になし 
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